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取扱説明書 
 

製品のご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しくご使用ください。 
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１．はじめに 
１－１ 開梱されましたら 

まず、次の点をお調べください。 

（１）ご注文のものかどうかお確かめください。 

（２）輸送中の事故で破損していないかお確かめください。 

 

以上について、万一不具合な点がございましたら、お買い求めの購入先にお問い合わせください。 

 

２．安全上のご注意 
製品のご使用に際しては、本取扱説明書やその他技術資料等を良くお読みいただくとともに、安全に対

して十分に注意を払い正しくお取り扱いください。 
 またこの取扱説明書は必要なときに取り出して読めるよう大切に保管し、必ず最終需要家までお届けい

ただくようお願いいたします。 
 なお、この「安全上のご注意」は予告なく改訂・変更する場合がありますのでご了承ください。 

 
 この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分し、警告図記号で取扱いの

行為について具体的に表示をしております。 
なお、ランクを「注意」として記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があり

ます。いずれも重要な内容を記載しておりますので必ずお守りください。 
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４．操作・運転 
（１） 主動盤を回転させると、目盛盤は同方向に回ります。 

（２） 回転比分だけハンドルを回転させると、目盛盤が一周します。 

（３） 左右方向のどちらでも動作します。 

（４） 主動盤の回転が速すぎると、異音などの発生原因になるおそれがありますのでご注意ください。 

 

５．設置 
５－１ 設置場所 
（１） 使用温度 … －２０～＋６０℃ 

（２） 雰囲気  … 熱湯,蒸気のかかる場所でのご使用はできません。また、水や粉塵などがかかる場所は 

避けてください。 

振動のある場所でご使用の場合、条件により目盛盤が振れることがあります。 

（３） 設置場所 … 屋内であること。 

 
５－２ 取付け方法 
（１） 取付け方向は、縦・横・斜めなど制限はありません。 

（２） ゼロ点合せの機能はありませんので、組付け時にゼロに合わせてから固定してください。 

（３） ハンドルの保持機構はありません。 

（４） 取付け軸は、回転させた時出来るだけ振れが少ないようにしてください。 

（５） 取付け面は、出来るだけ平らな面にしてください。 

（６） 取付け面と、取付け軸との直角度は出来るだけ良くしてください。 

（７） 上記（４）～（６）の条件を満足する場合 

１）インデックスを取付面に強く押す事は避け、軽く当てる程度と 

  してセットネジで軸に固定してください。（図１参照） 

型式 
セットネジ 推奨締付けトルク 

[N･m±10%] サイズ 個数 

SD-50 M4 
1 ｹ 

1.67 

SD-100 M6 5.9 

２）インデックスの先にハンドルなどを取付ける場合、インデッ 

クス端面に軽く当てる程度として、スラスト方向に無理な力 

を加えない様にハンドル等を固定してください。 

３）取付け面の回り止め用の穴は、回り止めが多少動ける程度の 

大きさにしてください。 

 

（８） 上記（４）～（６）の条件を構造上などから満足しない場合 

１）インデックスを取付け面に軽く当ててみて、どこか一点でも

当たるところがあれば、それ以上無理に押し付けずにセット

ネジで軸に固定してください。（図２参照）出来るだけこの

状態でのご使用は避けるようにしてください。 

２）インデックスの先にハンドルなどを取付ける場合、（＊２）

同様にしてください。 

３）取付け面の回り止め用の穴は、（＊３）の場合より多少大き

めにしてください。 

 

     軸の振れが大きい場合は、軸を回転させた時、回り止めに無理な力が加わる事がありますので無理 

な力が加わらない程度に穴を大きくするなどの調整をしてください。 

 

（９） 主動盤を回転させてみて、重いような場合は無理に回転させないでください。このような場合はイ

ンデックスを取付け面により、０．５ｍｍ～１ｍｍ程度離して固定してみてください。 

 

  

図 1 
＊ 

＊ 

図２ 
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６．保守･点検 
６－１ 点検 

（１） 日常点検は特に必要ありません。但し、頻繁に主動盤を回す場合は下記をお勧めします。 

１）ギヤ部分に６ｹ月～１年に１回位グリスを塗布してください。 

２）その場合、固定盤のストップリングを外せば簡単に分解できます。 

３）グリスは出来るだけバーダルグリスをご使用ください。 

４）グリスを多く塗布すると部品の隙間からはみ出してきますので、ごく少量の塗布量にしてください。 

（２） 製品品質に影響がでますので、（１）の場合以外は分解しないでください。 

 

６－２ 診断の手引き 

項目 状 態 原 因 対 策 

回転数指示計 

熱 異常発熱する 
ギヤのかみ合わせ 

取付け面に押し付けられている 

製品交換する・グリス塗布する 
取付け面より離す 

音 
異常音がする 
（連続的騒音） 

ギヤのかみ合わせ 

取付け面に押し付けられている 

製品交換する・グリス塗布する 
取付け面より離す 

インデックスとハンドルが固定さ

れていない 
セットネジで固定する 

動作 
目盛盤、主動盤が

回らない 

ギヤのかみ合わせ 

ギヤの磨耗、破損・異物の混入 
製品交換する 

インデックスとハンドルが固定さ

れていない 
セットネジで固定する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

取扱説明書のお問い合わせは、 弊社ホームページ、下記のフリーアクセス、お近くの弊社支店・営業所へご連絡ください。 

TEL 0800-800-1311 (フリーアクセス) 
 

※取扱説明書は予告なく内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 

※製品の不具合につきましては、購入先もしくはお近くの弊社支店・営業所へご連絡ください。 

※製品の仕様・性能につきましては、「製品カタログ」をご覧ください。 


